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１．配布資料 

別添 1  ： 入江地区（静岡市）でのハンプ実証実験（概要） 

別添 2  ： 協議会員名簿 

２．解禁日  

指定なし 

３．配布先 

静岡県政記者クラブ、静岡市記者クラブ 

４．問合せ先 

＜実証実験全般に関するお問い合わせ＞ 

静岡市 建設局 道路部 道路保全課 

    交通安全施設係長 江藤
え と う

 勇一
ゆういち

 

       久田
ひ さ だ

 英和
ひでかず

  電話：(054)221-1284／FAX：(054)221-1130 

＜効果検証に係る調査に関するお問い合わせ＞ 

国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所 

副 所 長 油
ゆ

井
い

 康
やす

夫
お

  電話：(054)250－8900／FAX：(054)252－5747 

    管理第二課長 杉
すぎ

﨑
さ き

 光
みつ

広
ひろ

  電話：(054)250－8907／FAX：(054)250－8911 

 

入江地区生活道路安全対策協議会の開催
～仮設ハンプの効果を報告します～ 

 
■お知らせ内容 

静岡市清水区入江地区では、みなさまが日頃より身近に利用している生活道路において交通事故が

多発していることから、平成２８年度より地域のみなさまと静岡市、国土交通省、警察、PTA が連携した

「入江地区生活道路安全対策協議会」を設置し、生活道路の安全対策について検討して参りました。 

当該地区では、平成 29 年 9 月 13 日（水）～26 日（火）に仮設ハンプを使用し、静岡市内で初め

て、自動車の速度抑制の効果が期待される｢ハンプ｣の実証実験を実施しました。 

本協議会では、実証実験の効果検証結果及び今後の方針についてご報告いたします。 
 

《日時》   平成 29 年 11 月 28 日（火）13：00～14：30 

《会場》   入江生涯学習交流館 2 階講義室 

《議題》   実証実験の効果検証及び今後の方針 

《参加者》 別添 2 参照 



入江地区（静岡市）でのハンプ実証実験（概要）

平成29年９⽉13⽇（⽔） 平成29年９⽉26⽇（⽕）

⽇常⽣活 利⽤  “⽣活道路”   交通事故 多
 発⽣      ⽣活道路 通 抜  ⾃動⾞     
  速 ⾃動⾞ 多     交通事故発⽣ 原因   
つになっています。こうした問題に対し、道路上    （ 
 ） 設置 速度 抑制  実験 ⾏ ました。

【仮設ハンプ設置期間】

周知
・回覧
・看板設置

事前調査
・交通量調査
・⾛⾏速度調査
・騒⾳･振動調査

事後調査
（実験中）
・交通量調査
・⾛⾏速度調査
・騒⾳･振動調査
・アンケート調査

実証実験
仮設ハンプの

設置
効果
検証

実証実験は以下の流れで実施しました。【実証実験と調査の内容】

8⽉下旬 9⽉上旬 9⽉13⽇ 26⽇

下記の位置図に⽰す交差点において実証実験を実施しました。【仮設ハンプの設置場所】

清水第八
中学校

197

清水入江
小学校

実施箇所
⼊江地区⽣活
道路対策エリア

⼤曲
交差点

鶴舞町
交差点

渋川東
交差点

至：沼津

至：静岡

至：三保

場所：静岡市清⽔区鶴舞町２-26地先

至：静岡

協
議
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10⽉ 11⽉28⽇
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協議会員名簿 

 

所属

有識者 埼玉大学大学院　准教授

地域関係者 入江地区連合自治会

入江三丁目自治会

大曲町自治会

鶴舞町自治会

追分一丁目自治会

追分二丁目自治会

追分三丁目自治会

追分四丁目自治会

桜橋町自治会

渋川南自治会

入江南町自治会

入江地区交通安全会

入江地区交通安全推進本部

学校関係者 清水入江小学校

清水入江小学校PTA

清水第八中学校

清水第八中学校PTA

警察 静岡県警清水警察署　交通課　交通規制係

国土交通省 静岡国道事務所　管理第二課

静岡市 道路保全課

学校教育課　保健係

生活安心安全課

清水区地域総務課

清水道路整備課

協議会員
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